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推定第二次朝堂院地区の調査 第 173次

1 はじめに

この調査は推定第二次朝堂院 (以 下「推定」を略す)の東第二堂において実施

した。第二次朝堂院地区ではこれまで第 161次・ 163次・ 169次 と発掘調査がお

こなわれ、第161次 では東第一堂 と、その下層に掘立柱建物遺構を、第 163・ 169

次では朝庭部分で 3時期の大嘗宮を検出 した。今回の調査は、第二堂および下層

遺構の規模 と構造を明 らかにすることを目的 とし、第161次 の南、第 169次 の東

に接 して調査区を設定 した。

前期難波宮や藤原宮の例では、第一堂と第二堂 との間には、規模・ 構造の面で

相違がみられるのに対 して、第二堂以南の朝堂については、第二堂 と基本的な違

いが認められないことか ら、第二堂の発掘は、第二堂以南の朝堂について も見通

しを立てることが可能となる。

2 地形と層位

調査地は奈良山丘陵から南に延びる尾根の一支丘上に位置 し、東及び南に向かっ

て傾斜 している。基本的な土層は、昭和40年 代の整備の際の置き土が20～ 30cmあ

り、以下、旧耕土が20～ 30cm、 床± 10cm、 暗茶褐土ない し暗黄褐土の遺物包含層

10～ 20cmをへて遺構面にいたる。調査区西北部では地山上で奈良時代の遺構を検

出したが、地山は南に向かって緩やかに、東に向かって急傾斜で下 ってい く。朝

堂の建設に当たっては、この地形を大幅に整地 しており、整地上は南および東ヘ

行 くほど厚 くなる。調査区中央の東西方向 S174ラ インの断面図 (第 2図 )に よ

れば、西端では15cm程の整地上が東 8mの地点では lmに 達 し、それより東では

さらに厚 くなる。

3遺  構

検出遺構は、朝堂院東第二堂、及びその下層遺構、掘立柱東西棟建物、掘立柱

南北塀、第二堂東側に点在する小柱穴群などで、 これ らは A・ B2期 に大別でき

る。
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A期  東第二堂下層遺構 (SB 12930)が あ る。 SB 12930は 西側 に廂 を もつ

12間 ×3間の片面廂掘立柱南北棟である。柱間は桁行・ 異行 とも10尺 (3m)等

間であり、柱間総長は南北120尺 (36m)。 東西30尺 (9m)と なる。上層朝堂

の基壇の下に隠れる部分を除き、27個 の柱穴を検出した。柱は全て抜き取 られて

いる。身舎部分は 1辺 1.5m程の矩形の柱掘形をもち、柱抜取 り跡は径40cm程であ

る。西廂は柱の掘形、柱抜取 り穴 ともに身舎に比べて小 さく、掘形が 1辺 1～

1.2m、 柱抜取り穴は径30cm程である。この建物は、基壇をもつ。上層朝堂基壇下

の柱穴断ち割 りによると、整地上上に積んだ約20cmの 黄褐上の上から柱掘形を掘

り、柱抜取り穴はその上25cmほ どの赤黄褐土および明褐上の上面か ら掘 られてい

る。そして抜取 り穴の上を上層朝堂の基壇上が覆 っている。従 って、SB 12930

はある程度基壇土を盛った段階で柱を立て、その後更に上を築いて基壇を形成 し

ていることがわかる。

このSB12930の 基壇 との関係で注 目すべ きは、 E75ラ インで急激に東へ傾斜

する整地の落ちである。この東西では土層の断絶がみ られ、初めに西側一帯を整

地し、その後さらに東に上を盛ったことがわかる。 この上層の断絶は調査区南端

や S159ラ インの上層で も確認でき、比高差が約 lmあ る。平面的にみると、調

査区南端か ら15m程 北の間はSB 12980の 東約3.5mの ところを南北に走 り、 そこ

から北で方向をやや東にかえている。 したが って、SB 12930を 建てる際に第一

次整地として西側に高 く整地 し、東か らみた場合にSB 12930の 基壇を高 くみせ

る役目を果 していたものを、第二堂上層の朝堂建設時に東を整地 して段差をな く

した、というように時期を異にする可能性 も考えられる。

B期  東第二堂 (SB 12920)を 建設す る時期 で あ る。 SB 12920は 瓦葺 き礎

石建ち 9間 × 4間の四面廂を持つ南北棟建物である。柱間は、身舎が桁行・ 異行

/S B 12920米 l fJ「
.SB 12930基

'Wi

第 2図 東第二堂基壇東西方向断面図
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とも12尺 (3.9m)等 間で、廂の出が10尺、第二堂の柱間総長は南北111尺 (33m)

東西46尺 (13.5m)と なる。基壇規模は南北36.5m、 東西17.5mと なり、基壇縁

は廂から約 6尺外に出る。

基壇の四辺は後世の耕作等によって大幅に削平 され、礎石 も全て抜き取 られて

いたが、根石の一部 (7カ 所)と 、階段の痕跡、および基壇外周の礫敷きの範囲

によって第二堂の基壇と建物の規模を復原することができた。

基壇土は黄褐粘質の均―な上であるのに対 して、基壇の外側は上面に径 5 cm前

後の礫を敷き、その下は径 lcm程 の小礫を含む暗褐上で、現存部で15～ 30cm程 の

厚さがある。基壇の北辺、及び東辺は、 この礫敷の範囲が明瞭で、その内側が基

壇となる。西辺は、階段の痕跡である突出を中央 と南のニカ所で検出し、階段が

基壇に取り付 く部分を南北に結んだ線が基壇縁 となる。検出した 2つ の階段の間

で、この線上に地覆石と考え られる凝灰岩が 1個残っている。南辺については、

それほど明確ではないが、遺構検出面に僅かに残る凝灰岩の粉が混 じった幅約 30

cm程の東西方向の帯状の上を地覆石抜取りの溝底と判断した。

この第二堂基壇は、第161次 で検出した第一堂に比べ ると南北が約 8m長 い点

が異なるだけで、東西長が一致 し、南北に位置を揃えている。第一堂の基壇 と柱

位置の関係を参考にすると、第二堂で検出した 7カ 所の根石は建物の身舎部分の

南半にあたり、第一堂 と同様に四面に10尺 の廂の出を想定できる。南北長が約 8

m長 いのは、身舎が第一堂に比べて 2間分長いことを示 している。

基壇の築成は掘込地業を行わず、下層建物の基壇上の上に、さらに現存部分で

2～ 3層 (約 25cm)の基壇土を積んでいる。版築はかなり雑である。基壇化粧は、

凝灰岩片の存在から考えて、凝灰岩切石による壇正積み基壇 と推定できる。

階段は西側に 2カ 所、北側に 1カ 所検出したが、西側は中央階段をはさんで南

と対照の位置にもう 1カ 所あったと考え られ、計 3カ 所 となる。東、南側の階段

については、削平のため不明である。

SD l1749 基壇西辺から約 3m西 に位置する幅40cm、 深 さ10cmの 南北溝で、

径 5～ 10cmの 礫をつめている。全長34m検出 した。第161次 調査で検出した基壇
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外周の湿気抜きの「盲暗渠」 と一連のものであろう。

SB 12922 基壇か ら約 4m北 にある 2間 × 3間 の掘立柱東西棟で、柱間は7.5

尺、柱掘形は不揃いで、一辺50cm～ lmほ どである。

SA 12921 SB 12922の 西 にあ る 2間 の掘立柱南北塀 で、柱間 8尺 、掘形一

辺50cm。

SA12924 調査区東北隅で検出 した 4間 の掘立柱南北塀で、柱間 8尺、掘形

は径20cm程の小さなものである。

SX12928 0 12929 基壇の東側 に点在す る多数の小柱穴群である。 いずれ も

基壇の外側に限られ、南北方向に二列並んでいるが、それ らの配置には規格性が

みられない。第二堂建設に伴 う足場穴の可能性 もあるが、建物の東辺に確認 した

のみであり、いまのところ性格を決めがたい。

以上に述べた B期 の遺構 はいずれ もSB 12920基 壇外周の礫敷下の小礫混 じり

暗褐上の面で検出したものであり、第二堂建設時に作 られ、短期間のうちに埋め ら

れ、第二堂が機能 していた時期には外周は一面に礫が敷かれていたと考えられる。

4 遺  構

軒瓦が49点 出上 しているが、いずれ も包含層か らの出上である。49点 の中では

軒丸瓦6225型 式 と軒平瓦6663型 式が計30点 にのばり、過半数を占める。 これまで

の第二次朝堂院地区の上層建物群 と同様に、 この組合せが第二堂上層建物の所用

瓦と考えられる。

5 成果と課題

今回の調査によって明 らかになったのは次の 2点である。

1.「 第二次」朝堂院東第二堂 SB 12920の 規模 と構造が明 らかになったこと。

従来、この第二堂は切妻の建物と考えられていたが、先に述べたように 9間 × 4

間の四面廂建物で、入母屋ないし寄棟造建物となる。また、東第一堂においては、

西面の階段のみ検出したが、第二堂では北にも階段を持つことが明らかになった。

2.東 第二堂の下層において も、第一堂 と同様 に掘立柱の殿舎SB 12930を 検出

した。西廂の南北棟であるか ら、切妻造建物に復原できる。規模・ 構造等に違
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いはあるものの、第一堂下層 と一連の遺構 と考えることが出来る。

以下これに関連 して、次の点を検討 してお く。

1 第一 。第二堂の上 。下層の位置関係

2 朝堂下層遺構の性格

位置関係 第一堂・ 第二堂上層の南北方向の中軸線 と第二堂下層の身舎中軸線

が一致 し、それは第二次朝堂院の中心線か ら225尺 (67m)東 になる。第一堂下

層だけはそれより10m西 に建物中軸線が位置 し、第一堂下層の東廂と第二堂下層

の身舎西側柱、第一堂下層の身舎東側柱 と第二堂下層の西廂がそれぞれ柱筋をそ

ろえるという関係になる。第一堂・ 第二堂の下層建物は南北にちょうど80尺 (24

m)離れており、上層建物は各々の下層建物 と南側柱列が一致する。藤原宮朝堂

のように、第一堂のみに特徴をもたせていると考えれば、下層の遺構群は第二堂

以南は第二堂と同じ西廂の南北棟で、柱筋 も揃 っているものと予想できる。 もし

そうだとすれば、朝堂院全体の設計計画は次のように推定できる。まず下層の遺

第 4図 推定第二次朝堂院位置図 左 ;下層,右 ;上層 (単位は尺)
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構群は中軸線か ら東西に300尺 の位置に塀を設け、建物の身舎中軸線はその 4分

の 3(225尺 )に 設定 した。第一堂 と第二堂以下は南北80尺ずつ間隔を取 り、第

一堂のみ四面廂とし、中央に寄せた。上層遺構の造営にあたっては、下層遺構の

建物中軸線を受け継ぎ、第一堂 も特殊性を解消 して南北中軸線を揃えた。各朝堂

はそれぞれの前身建物と南側柱列を一致させることとしたが、建物の規模 は下層

のそれとは必ず しも一致 しないから、上層の朝堂間では間隔が80尺 といった完数

が得 られない。

また第169次 調査で検出した大嘗宮遺構 との位置関係をみると、最 も古 い A期

の大嘗宮に対 し、 B・ C期 のそれは約30尺 (9m)南 に位置するが、 B・ C期 の

大嘗宮の南辺が第二堂の上・ 下層の南側柱列とほぼ一致するのに対 し、 A期 の大

嘗宮はそれらとの明確な関連性を見いだせない。

朝堂下層遺構の性格 結論を先に述べれば、朝堂下層遺構について も「朝堂」

と称 してよいのではなかろうか。理由は以下のとおりである。 1、 これまでの調

査によって、朝堂の第一 。二堂のほかにも、内裏 。大極殿 。大極殿後殿・ 閤門・

大極殿院と朝堂院をそれぞれ囲む塀 といった第二次朝堂院全体について、いずれ

も上層の建物配置に類似する形で下層遺構群が検出され、それ らは全て掘立柱建

物で、堀形の規模など共通点が多い。つまり、それ らの遺構群は一体の ものとし

て計画されたといえる。 2、 朝庭部分には、大嘗宮跡のような仮設の遺構をのぞ

けば、恒常的な建物はなく、下層遺構群の存在 した時期 もやはり庭 としての機能

を果 していた。 3、 第二堂下層については、桁行が上層の朝堂に匹敵する規模を

もち、その位置も一致するから、上層の朝堂は下層の建物を踏襲 したと考えてよ

い。 4、 下層の第一堂と第二堂 との間には柱筋がずれること、廂の違い、桁行寸

法の違い等いくつかの相違が見 られるが、それらの違いは他の宮の朝堂にもみら

れる第一堂と第二堂との違いと同様であると考えられる。 5、 第一堂のみならず、

第二堂の下層にも掘立柱建物が検出されたということは、第二堂以南の朝堂につ

いても下層遺構が存在する可能性が高 くなり、合計12棟 の先行する遺構を想定す

ることができる。
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課題 このように下層遺構を朝堂 と考えると、次の点が問題 となろう。 1、 下

層の朝堂の存続年代がいつか らいつまでか。 2、 平城宮中央の第一次朝堂院と今

回の第二次朝堂院との関係をどう考えるか。 3、 下層の朝堂の正殿、つまり大極

殿下層建物は何か、などである。

1については、年代を決定づけるものが出土 していないが、上限は平城遷都当

初まで遡る可能性があると考える。文献史料によると既に和銅年間から朝堂の記

載がみられるのに対 して、第一次朝堂院の成立は、発掘の成果によって、最 も古

く考えたとしても霊亀まで しか遡 らず、 これを和銅の朝堂に当てることはできな

い。したがって、今回検出した第二次朝堂院下層遺構を和銅の朝堂に当てること

もできよう。下限は上層朝堂の建設時 となるが、 この点については上層朝堂院全

体の建設が聖武天皇即位の頃か、平城京還都後かの議論が分かれるところであり、

現状では明確な結論は得 られない。

2に関 しては、これまで第一次朝堂院か ら第二次朝堂院へ、という時期的な前

後関係で説明 してきた。これは第二次朝堂院の下層遺構群の存在が明 らかになる

前の見解であるが、すでに奈良時代前半か ら下層に朝堂が存在すれば、二つの地

区の朝堂院は並存 したことになる。第171次調査では、第一次朝堂院と第二次朝

堂院の間で両者の朝堂南門をつなぐ線上で実施されたが、奈良時代前半には二つ

の朝堂院に取 り付 くと考えられる掘立柱東西塀が確認された。 ここにも朝堂並存

の徴証が見られたわけであるが〔今回の調査によってさらにその点が補強された

と考える。朝堂並存の意味については、第一次の朝堂が 4堂 で、第二次のそれが

12堂であることを重視すれば、平安宮の豊楽院・朝堂院と同様に機能の分化 と考

えることができよう。第一次朝堂院では主 として儀式・ 宴会が、第二次朝堂院で

は朝政が行われる、といった使い分けの端緒 となったのではなかろうか。

3に関 しては、大極殿下層 も「大極殿」 と称すべきか、大極殿に類似する機能

を持つ「大安殿」に比定するのか、さらに別の殿舎か、難問であり今のところ断

案はないが、いずれにせよ、朝堂が付属すべ き大殿であることを前提にして今後

検討を続けて行 くべきであろう。
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内裏東方東大溝地区の調査  第172次

はじめに

調査区は内裏東外郭とその東方の尊積基壇建物群からなる官衡 (内裏東方官衡

とよぶ)に 狭まれた、東大溝SD2700を 中心 とする地区で、南北120m、 東西は最

大26mの範囲に及ぶ。北は第21次 、東は第 38。 40・ 159次 、南 は第154次 、西は

第26・ 33・ 70次 の各発掘区にそれぞれ接する。東大溝の整備に先立ち、溝の状況

とともに、溝の両岸、内裏東外郭及び内裏東方官行に狭まれた部分の性格の解明

を主な目的とした。調査区の北三分の一は東大溝部分のみである。 この部分を溝

発掘区、これ以南を主発掘区と呼ぶ ことにする。

遺  構

調査地周辺は丘陵部の東斜面にあたり西北から東南に向かって緩やかに傾斜す

る。主発掘区の西北端と東南端では約1.7mの 高低差がある。

今回検出した主な遺構は、掘立柱建物22棟、門 1棟、築地 2条、掘立柱塀27条 、

溝 10条である。以下、今回新たにその存在が判明 した、東大溝 と内裏東外郭に狭

まれた内裏東外郭東接官行、東大溝、内裏東方官行の順に各遺構の説明を加える。

内裏東外郭東接官衝 主発掘区で検出したこの官符域は、東西は東大清 SD27

00と 内裏東外郭の東面築地 SA705に 限 られ、南は第154次 調査で検 出 した内裏

内郭からの排水溝SD4240に よって限 られる。その東西幅は、当初約16m、 のち

に東大溝の堆積土上に南北塀 SA 12800が築かれ、約 17mに ひろがるが、平城宮

の官衛区画 としてはきわめて幅の狭い特異な形態の区画である。 SA705ま で主

発掘区西端から約4.5mを残すのみである。

この官衛域で検出した遺構は、重複関係や配置状況か ら大きく4時期に区分で

きる。各時期ごとに遺構を概観する。

A期 南北に並ぶ掘立南北棟 4棟 と塀 5条があり、大きく南北 2区 に分かれる。

南区の SB 12810は 、桁行 4間 (柱 間 7尺 )、 異行 2間 (同 6.5尺 )。  SB 12
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820は 、桁行 5間 (柱 間は北端 8尺 、次が 7尺 、南 3間 6尺 )、 異行 2間 (同 7

尺)で、北か ら 2間 目に間仕切 りを持つ。両建物の間は東西塀SA 12819(2間

以上、柱間 9尺 )で画されているが、両建物は東側柱筋をほぼ揃える。SB 12820

の東10尺 の所には南北塀 SA 12833(2間 、柱間10.5尺 )が あり、東20尺 の東大

溝際には南北塀 SA 12816(7間 、柱間 9～ 11尺 )が SB 12810南 端近 くまで伸

び る。 SB 12820の 北 には桁行 3間 (柱 間 7尺 )、 異行 2間 (同 6.5尺 )の SB

12846が あ る。SB 12846の 東側柱筋 はSB 12820の 東側柱筋 よ り 1尺 西へ よ る。

東西塀SA12850(3間以上、柱間 8～ 9尺 )が南区の北の区画施設である。

約20mの 空閑地をおいて、北区には桁行 3間 (柱 間6.5尺 )、 梁行 2間 (同 6.5

尺)の 南北棟 SB 12880と 、その東北の隅柱にとりつき、東側柱筋 に柱筋を揃え

る南北塀SA 12888(7間 、柱間 5～ 7尺 )がある。

B期 掘立柱建物 6棟、塀 6条 があり、 A期 同様南北 2区 に分かれる。

南区南端には東西塀SA12802(4間 以上、柱間 9～ 10尺 )が 走 り、その北側

西寄 りに桁行 3間 (柱 間 5尺 )、 梁行 2間 (同 6.5尺)の 南北棟 SB 12811が あ

る。その北のSB 12818は 桁行 3間 (同 7尺 )、 異行 2間 (同 6.5尺 )の 東西棟

で あ る。 SB 12811と SB 12818の 間 の 中心 を東 西塀 SA 12812(3間 以 上 、 柱

間 8尺 )が 走 る。東大溝際に建つ南北棟SB 12830は 桁行 3間 (柱 間 6尺 )、 梁

行 2間 (同 7尺 )で 、その西側柱 はSB 12818の 東側柱 と柱筋 を揃 え る。 SB 12

830の 南 と西 は L字形の塀 SA 12826(3間 、柱間 9尺 )・ 12827(3間 、 柱 間

10尺)が区画する。

約12mの 空閑地をはさんで、北区は南から東西 2間 (柱 間6.5尺 )、 南北 2間

(同 5.5尺 )の SB 12855と 桁行 3間 (同 6尺 )、 梁行 2間 (同 8尺 )の 南北棟

SB 12875が 東 側 柱筋 を揃 えて 並 ぶ。 SB 12875の 南 10尺 に は東 西 塀 SA 12867

(2間 以上、柱間 9尺 )が ある。 SB 12887は 桁行 3間 (柱 間 6尺 )、 異行 2間

(同 6.5尺 )の 東西棟で、その西妻柱 はSB12875の 西側柱 と柱筋 を揃 え る。 S

B12887の南 8尺には、東西塀SA12886 Q間 以上、柱間 8尺 )がある。

C期 内裏東外郭東接官行の建物配置が最 も整った時期で、掘立柱建物 7棟 、
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塀 6条があり、東と南を塀で仕切 った中をさらに二重の東西塀で大きく南北二区

に分ける。

南区は東 と南を南北塀 SA 12800と 、 それ に とりつ く東西塀 SA 12801(4間

以上、柱間10尺 )で区画す る。 SA 12800は東大溝西岸の堆積土上 に築かれ、 こ

の官衛地区全体の東側を限る区画施設で、27間 (柱 間10尺 )分 を検出した。柱穴

□
SA12886

SB12875

□

SA12887
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の多 くに径30cm前後の柱根が残 る。SA12801の す ぐ北 には桁行 5間 以上 (柱 間

8尺、東端のみ10尺 )、 梁行 2間 (同 9尺 )の 身舎の南北に両広廂のつ く東西棟

SB 12805が あ る。桁行 は、内裏外郭東面築地 SA 705と の間隔か ら、 5間 で あ

ると推測される。廂の出は北側14尺 、南側12尺 で、南側は間柱を持つ。南北両区

を通 じて最大の建物である。その北のSB 12825は 桁行 2間 (柱 間 10尺 )、 果行

2間 (同 8尺 )の 身合に西廂 (廂 の出 8尺 )を もつ南北棟で、その柱位置 はSB

12805の 柱 筋 に合 う。 SB 12825の 北 に は、 南 北 棟 SB 12840・ 12841が 東 西 に

並び建つ。SB 12840は 桁行 5間 (柱 間 8尺 )、 果行 2間 (同 8尺)で SB 12841

もこれと同規模とみられる。

SB 12840・ 12841の 北 には南北両 区を仕切 る 2条 の 東西塀 SA 12856・ 12860

が10尺 の間隔で柱筋を揃えて平行に走る。SA12856(4間 以上 、柱間10尺 )は、

南区の南端 を限 るSA 12801か ら150尺 の位置 にあ り、 SA 12800の 南 か ら15間 目

の柱にとりつ く。 SA 12860(3間 以上、柱間 10尺 )は SA 12800の 西 10尺 にある

南北塀SA12870 QO間 以上、柱間10尺 )に とりつき、北区を二重に囲む区画施設

となる。SA12856・ 12860と も主発掘区西方へ もう 1間 ずつのびると見 られ る。

北区は10尺の間隔で二重に囲む塀によって東と南を区画される。平行する塀は

柱筋を揃え、通路状の区画を形成 していた可能性がある。その中はさらにSA 12

860か ら北 70尺 の位置で SA 12870に とりつ く東西塀 SA 12890(3間 以 上 お そ

らく4間 、柱間10尺 )に よって南北に仕切 られる。南半部には桁行 3間 以上 (お

そらく3間 、柱間 8尺 )、 果行 2間 (柱 間 8尺 )の 身舎に、南広廂 (廂 の出10尺 、

間柱をもつ)を もつ東西棟 8B12865と 、桁行 3間 以上 (お そらく 3間 、柱間 8

尺 )、 梁行 2間 (同 8尺 )の 東西棟SB 12885が ある。北半部には桁行 3間 以上

(お そらく 3間 、柱間 8尺 )、 梁行 2間 (柱 間 8尺 )の 身舎に南広廂 (廂 の出 10

尺 )が つ く東 西 棟 SB 12895が あ るだ けで あ る。 SB 12885と SB 12895の 間 隔

は10尺であり、その中心をSA 12890が通 る。北区の 3棟 の東西棟 はその東妻柱

筋をほぼ揃えて建ち、一連の計画のもとに配置されるが、いずれも小規模であり、

南区の付属施設と見られる。北区の北を限る施設は、今回の発掘では見つか らな
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かった。 しか し、東面塀SA12800が主発掘区を北に出た所で西に折れると想定

すると、内裏東外郭の東門SB6820南 側に達することか ら、主発掘区外のす ぐ北

側にSA12800に とりつく北限区画施設が存在するものと推定できる。

D期  この時期の遺構には掘立柱建物 2棟 と塀 1条 があるのみである。 SB 1281

5は 桁行・ 梁行 とも 2間 (柱 間10～ の総柱建物。SB 12845は 桁行 4間 (同 5.5

尺 )、 果行 2間 (柱 間は北端で 6尺 、南端で 7尺 )の梯形状の平面形を呈する南北

棟である。SA 12851は 北でやや東におゝれ る南北塀 (3間 、柱間 7尺 )で ある。

それ以外の遺構 D期 以降の遺構 としては発掘区北端で見つかった中世の東西

棟SB 12900が ある。また、時期不明の遺構 としては 2棟 の掘立柱建物 SB 12835

・ 12892と 6条 の 塀 SA 12806・ 12842・ 12878・ 12879012898・ 12899が あ

る。このうちSB 12835が D期より古いことは、重複関係からわかる。

各時期の年代  A期 では平城宮軒瓦編年 Ⅱ期の軒平瓦6664D、 B期 ではⅡ期の

軒丸瓦6135E、 Ⅲ期の軒平瓦6689A・ 6691A、 C期 で はⅡ期の軒丸瓦6304A・ 61

35A・ 6288A・ 6313C・ E、 軒平 瓦6664D・ F・ 6685B・ 6688 Aa C Ab・ B、

Ⅲ期の軒丸瓦6225A、 6282Ba C Dと 八世紀中頃か ら後半にかけての上器片、 D

期からは八世紀後半の上器片が出上 している。また、 C期 に属す るSA 12800の

柱掘形は後述する東大溝の堆積層③層上面か ら掘 りこんでいるが、③層か らは天

平勝宝～天平宝字年間の木簡、 Ⅱ・ Ⅲ期の軒瓦と、八世紀中頃か ら後半にかけて

の上器が出上 している。

以上のことから、董官行が最 も整備された C期 は天平宝字年間以降に位置づけ

られる。そして A期 を奈良時代前半、 B期 を745年 の平城還都以降、 D期 を奈良

時代末に当てることができよう。

東大溝SD2700 平城宮東半部の基幹排水路SD 2700を 今回 12omに わた って検

出した。ただし北40mの 溝発掘区については調査区の制約上、西岸全体を完全に

検出することはできなかった。東大溝に関す る従来の知見は、第 21・ 129・ 139

次調査などの北方地域では両岸が石積みによって護岸 されていたものの、南の第

154次 調 査で は、石積 はSD 2700と SD 4240合 流点 の南 に あ る、橋 SX l1505以
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第 6図 東大溝SD2700堆積層概念図

北の東岸に限 られ、西岸は素掘 りのままで

あった。両調査区をつなぐ今回の調査区で

も、石積みによる護岸は東岸に限られ、西

岸は素掘 りのままである。東岸の石積みは

人頭大の玉石 (三 笠山安山岩)を 5～ 6段

前後積みあげたものであるが、部分的に石積みの乱れがあり、改修をうかがわせる。

埋上の堆積状況は場所により微妙な変化をもちながらも、ほぼ共通した堆積の様

相を示す。その概念図を示すと第 6図のようになる。堆積層は大きく6層 に分かれ

る。下層から順次説明すると、①層は石垣を築く以前の素掘りの時期にあたり、溝

幅は石垣の時期より広く5～ 6m、 深さ1.6～ 1.8mo ②層は素掘り溝の東岸を西に

よせてせばめ、石垣を構築して以後の堆積で、この時期の溝幅 4～ 5m、 深さ1.2

～1,4mo ①層上面に瓦の堆積が多く、また粘上を敷いたらしい痕跡が一部にある

のは、石垣を積む際の基礎工事とみられる。③層は瓦を多量に含む土で満の西半

を埋め立て、護岸としたもの。これによって溝は幅 3～ 3.5m、 深さ lmた らずに

なった。④層の堆積により溝はほぼ完全に埋まった。その後、東岸沿いに幅約

0.6～ 0.8m、 深さ0.3～ 0,4m程掘りこんで細溝に改修 し、⑤層の堆積ができた。

細溝の東岸は石垣をそのまま利用 し、西岸は板材・石・ 瓦などで護岸する。③層

は⑤層埋没後の、溝の最終末期の堆積である。

①層からは神亀元年～養老 7年、②層からは天平～天平宝字年間、③④層から

は天平勝宝～天平宝字年間の紀年をもつ木簡が出上 した。また、⑥層からは紀福

足の名を記す木簡が出たが、紀福足は延暦12年 6月 H日 「東大寺使解」 (『 平安

遺文』 8巻 4289号 )に正六位上行中監物として名の見える人物のことと見られる。

①～③層からは内裏東方官衛所用軒瓦の6135A-6688A(Ⅱ 期)が多く出上 した。

②層からは内裏東外郭地域所用軒瓦6304A、 631l A・ B-6664D o F(Ⅱ 期)の

出土も日だつ。④層では6282B-6721C(Ⅱ 期)が 若千見られ、細清の西護岸材

にはⅡ期の軒平瓦6664D、 Ⅲ期の軒平瓦6689A・ 6691Aが 転用されている。③層

からはⅣ期の軒平瓦6702Aが 出土 している。これらのことは、奈良時代を通 じて
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順次溝が埋没 していったことを示 し、出土土器の年代 もこれに矛盾 しない。

以上の出土遺物の検討から、石垣を積んだのは天平年間前後、西岸を瓦で護岸

したのは天平宝字年間前後、細溝に改修 したのは奈良時代末のことと考え られる。

次にSD2700に 東西か ら流れ込む暗渠・ 溝を全部で 7条 (東 の内裏東方官衝か

ら6条、西の内裏東外郭から 1条 )検 出 した。そのうち 5条 には改修のあとがあ

る。内裏東方官衛からの 6条中、南 4条分については内裏東方官行の項で述べ る。

他の 3条 はいずれもSD2700の側壁で、その流出口を確認 しただけである。

SX12911は 第 40次 調査 区内の片廂廊 SC 4895の 西 で検 出 した導敷 溝 SD 4924

の西延長部にあたり、 2度の改修をうけている。下層は石垣最下段に口を開き、

石垣構築時に対応 した木樋暗渠である。中層は瓦護岸溝に対応するが構造は不明。

上層は細溝段階で簿を用いた暗渠になっている。 SX 12912は 、 SC4895の 北 に

あり内裏東方官行を南北に三分す る東西築地 SA2746の 北側溝SD 4947の 西端部

にあたり、石垣中段に口を開 くが詳細は未詳。

一方西方か ら流入す るSD2350は 第 78次調査で検出 した内裏内郭内の井戸SE

7900か らの排水溝の東端部で、 2度 の改修をうけている。その南北両側にも溝 と

思われる堆積があるが、詳細は未詳。

SD 2700の 西岸 よりで、SA 12800の 北延長上及びその東側に柱穴が 3個 あ る

(SX 12906)。 これは柱間寸法か らSA 12800と は別の もので、 このあた りに木

材の堆積の多いこと、前述のようにこの西方に内裏東外郭の門SB 6820が ある こ

とから、門から東へ続 く道に架けられた橋の橋脚の可能性がある。 しか し東岸に

おいては対応する柱穴を検出できなかった。

SX 12906の 北で、 10尺等 間の南北塀 SA 12907を 検 出 した。 それ はSA 12800

の延長線上にあたる。一方さらにその北延長線上では第21次調査で南北塀 SA26

75と それにとりつ く東西塀SA 2710を 検出している。これ らはいずれ も一連の性

格を持ち、内裏東外郭にとりつ く官衡が今次調査の主発掘区の北にも延びること

が予想 され る。ちなみにSA 12801か らSA 2710ま で の距離 は約 133m(450尺 )

となる。 しか しSA2675は 9尺等間で10尺 等間のSA 12907と は柱間を異 にす る。
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またSA2675の南半部ではSA2675に 重 なる10尺 等間の南北塀 も検 出されている

が、その柱穴を10尺 間隔で南へ割 り付 けていって もSA 12907と は一致 しない。

このようにSA12907が北で、あるいは南でどのようになっているかは溝発掘区

の東大溝西岸の未調査区を発掘 しないと不明である。今後未発掘区を調査す るこ

とによって官衛全域が解明されることが待たれる。

次に石垣の構築について考えると、現状では東岸にしか石垣はない。 この こと

は南の第154次 調査の所見とも一致する。ところが北側の第21次 調査では、本調

査区に接する南 5m分 を除いては両側に石垣があり、著 しい対照を示す。また溝

幅も第21次調査では約2.6mで あったものが、今次・ 第154次調査 とも約 5～ 6m

とひろがっている。西岸の石垣の有無について考える手掛かりとなる知見は、溝

発掘区の北寄 りの一部で東岸石垣底部より約 1.4m西 の①層上面に石垣に用いたの

と同大の石、あるいは布掘 り状の痕跡、杭列を検出したことである。

西岸石垣の有無には 2つ の可能性が考え られる。 1つ は、前述の石・ 布掘 り状

痕跡を西岸石垣の最下段、あるいはその据えつけ痕跡 と考えるものである。 これ

によれば、西岸 も本来石垣が築かれたが、後に②層の堆積時期に崩壊 したことに

なる。 2つ 目は西岸にはもともと石垣がなく、杭と杭の間に柴・ 竹等を渡 した、

しがらみによって護岸 した可能性である。 この場合、石は杭をおさえるために断

続的におかれたもので、布掘 り状の溝はしが らみの据えつけ痕跡 となる。いずれ

の見方をとるにせよ、石垣構築時の溝底での幅は約1.4m前 後になるが、石や杭の

残らない部分でも西岸が快れてひろがっていない所では、①層上面 (石 垣底部 )

の幅はそれとほぼ同じであり、西岸の傾斜が東岸と同程度とすると、溝幅は上端で

2.6m前後となり、第21次調査での知見と一致する。また、西岸が東岸に比べて傾斜

が緩いのは、石垣ないししが らみの裏込めの上が崩壊・ 流出したためであろう。

いずれの想定が正 しいか判断は難 しいが、石垣が築かれていたとするなら、き

わめて大量の石が崩壊 しそれを除去 したことになるが、その割には溝中での石の

残存がきわめて少ないこと、溝底の石 も東岸石垣最下段の石のように偏平でない

ことなどから、西岸は当初から石垣が作 られず、杭としが らみで護岸 していた可
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能性の方が大きいと一応考えてお く。いずれにせよ堆積層中に崩壊の痕跡が見 ら

れないことから、西岸護岸施設は構築後かなり早い時期に崩壊 し、崩壊土を石垣

底部まで浚渫 したと見られる。

内裏東方官衡 主発掘区東端で内裏東方官行の西面 。南面築地の一部と西門、

それに東大溝に注ぐ暗渠 4条等を検出 した。

西面築地 SA 2940。 南面築地 SA 12780鱚 構番号を今 回訂正 した)は 既 に第

40次 調査で検出しているが、その時未検出であった部分 も含め、SA 12780の西

端部 と、SA2940の地山削り出しの基壇を南端から約46mに わた り検出 した。築

地基底幅は約 1.8m。 築地の東側には導を敷き並べ、建物雨落溝 と歩道を兼ねてい

る。西側には雨落溝SDH695が ある。築地の両側には 2～ 4mの 間隔で、築地

をはさんで東西両側に柱筋を揃えて添柱ない しは寄柱穴列 SS 12788・ 12789が

ある。SA 2940の 西門SB 5450以 南の築地下層か ら、掘立柱南北塀 (10間 、柱間

8～ 9尺 )を検出した。第154次 調査の知見 と合わせれば、南北塀はsA 2940南

端で東へ曲がり南面築地SA12780の下層につながるとみ られる。

西面築地南端に、築地端か ら西へ伸びる東西塀SA 12785(2間 、柱間 5尺 )

があり、この官衛と東大溝の間を閉塞 していたと思われる。その柱位置は下層南

北塀南端柱とずれ、上層の南面築地の南面に揃 うため、築地塀に伴 う施設である

ことがわかる。西門SB5450は 第40次調査で検出した小規模 な門で、唐居敷を兼

ねた礎石が残る。

次に内裏東方官衛内か ら東大溝 に注 ぐ暗渠に移 る。 SX 12787は 西面築地南端

近 くにあり、改修を受ける。下層 は簿を敷いた中に木樋を据える。SD 2700へ の

流出回は石垣面から0.5m奥 、石垣底部か ら約0.35m上 にあり、前方、石垣面まで

の間に導を敷き並べる。上層暗渠は下層の西半部のみを改修 したもので、その先

端は下層より約0.6m上 にある。導を敷かずに木樋を置 くが、流出回の前には流れ

落ちる水を受ける偏平な石を置き、 さらにその水が南へ流れるように、東岸石垣

に平行に約 3mに わたり石を並べ、約 lm幅 の細い溝を作る。上層への改修は、

東大溝堆積層の④層の時期に対応するものである。なお、 この暗渠から約 6m南
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の東大溝堆積層上の西半部に、大溝を横切 るように平瓦を 6枚敷並べた施設が見

つかったが、これは西岸から上層暗渠に伴う細溝に水を流すためのものであろう。

SX 12792は SA 2940南半の中央部を抜 ける暗渠でやは り改修 されて い る。下

層暗渠は木樋で、その先端は石垣面より少 し奥に入り、底部を石垣底部に揃える。

流出国の天丼部には偏平な石をのせる。上層暗渠が築地を抜ける所は下層より約

0.6m高 く、下層暗渠掘形の埋上を掘 り込み、その中に簿・ 土器・ 石などを入れ埋

め戻したあと、上に平瓦・ 丸瓦をつなげ、丸瓦は上に丸瓦でおゝたを して暗渠とす

る。築地をぬけたあとは下層の掘形埋土を掘り込み、開渠にしていたとみ られる。

SX 12792の 北 1.9mの 所 に も丸瓦で築地 を くぐる暗渠 SX 12793が ある。 SD 12

793は 築地をぬけたあと南に曲が り、 SX 12794上層開渠に流れ込む。 さらにそ

の北、西門までの間に 4カ 所築地の中か ら外への水抜きの溝状施設があるが、築

地西に溝はなく、築地をぬけた水はたれ流 したと考え られる。

SX12798暗 渠は西門心から約 5m南 にあり、改修の痕跡 はない。木樋の先端

部の作り方はSX12792下層木樋暗渠と同じである。

SX 12863暗 渠 は西門を狭んで SX 12798と 対称 の位 置 にあ る。改修 を受 けて

おり、下層は西でやや北に応られている。木樋は残存 しない。のちにまっす ぐに掘

り直し、東大溝への流出口か ら lmほ どの部分まで導を積み、木樋を置 く。東大

溝石垣裏込め土との関係から、下層は石垣構築以前の時期に遡る。上層への改修

は④層の時期に対応する。

遺  物 (第 7～ 10図 )

東大溝SD2700か ら大量の木製品 。金属製品・ 土器・ 瓦壕類・ 木簡等が出上 し

た。木製品には人形・ 刀形・ 鳥形・ 斎串・ 陽物などの祭杷具、曲物・ 皿などの食

膳具、櫛・ 留針などの装飾具、下駄・ 火鑽日・ 独楽・ 木球 。物指・ 黒漆塗把頭な

どがあり、多様な内容をもつ。なかで も花斉文を金銀で表 した蒔絵の八角棒状品

は、正倉院に伝存する金銀錮装唐大刀と同じ技法をもち、蒔絵技術の発達を解明

するうえで貴重な資料となろう。直径1.5cm、 両端を折損 し、現存長20cm。 金粉
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16133剰 F

46441A

第 9図  SD2700出 土軒瓦(1:4)
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/昴
扇房「T〔、8三§tご [:豊葱縫亀3擦を≧蟄こ岳59そここ
S痘;:孔土  思匠的にも優れている。その年代は、出土層位か ら奈良時代末

埜栗哲干▼な)に位置付けることができる。
金属製品には和同開弥 。高年通質・ 神功開費・ 隆平永賓などの皇朝銭や、銅製人

形・海老錠 (錬子)。 帯金具などがある。また和同銭のバ リ銭や鋳竿も出上 したが、

これが宮内での鋳銭を意味するものかどうかは今後の詳細な検討が必要である。

土器には、日常什器の土師器・ 須恵器の他、施釉陶器 (奈 良三彩・ 緑釉・灰釉

陶器)。 新羅製陶質土器・祭祖用 ミニチュア土器 (猿 投窯須恵器)・ ミニチュア

かまど・土馬・ 人面墨書土器などがある。新羅製陶質土器 (第 10図 )は壷口頸部

の破片で、④層から出上 した。統一新羅時代の土器の出土は平城宮内では 2例 目

である。また、宮内省・ 造宮内 。内舎人所 。□ [大 力]舎人寮・ 女官所 。大炊・

中衛・ 衛□・ 主典□・ 庁・ 上番・ 下番・考・ 考番・ 視皮膏 。□刀自・ 井・ 神人・

寺 。東・ 君・ 水・ 生 。道・七・ 十・ 廿などの記載がある墨書土器が出土 した。

瓦簿類では本文中で述べてきたもののほか、緑釉尊、「足」「修」亥lE「 瓦、

「東」ヘラ書き瓦、「献軍器□」墨書簿などが注目される。また、軒瓦に新型式

のものが発見された。新型式には、まず単弁蓮華文軒丸瓦6133の 新種 と飛雲文軒

丸瓦 (7単 位)6441Aが ある。6441Aは その文様か らみて飛雲文軒平瓦6801Aと

組み合うものと考えられる。6441Aの 中房は文様が削 り落とされた痕跡があり、

6801Aの 中心飾 り同様、「修」の字があった可能性がある。6441Aが ④層 か ら出

上 したことは、6801Aが平城宮出土軒瓦編年Ⅳ期に位置付けられてきたことを裏

付ける。また6311系 の単弁蓮華文を もつ鬼瓦が発見された。蓮華文鬼瓦が平城宮

内で出土 したのは初めてである。次に均整唐草文軒平瓦6688Aの 疱の彫 り直 し品

が確認 されたので、 これを6688 Abと し、従来の6688Aを 6688Aaと す る。以上

のほか、薬師寺周辺にのみ分布 していた均整唐草文軒平瓦6697Aが平城宮内で発

見され、また均整唐草文軒平瓦6763Aの良好資料 も出土 した。6133の 新種 と6135

―- 24 -―



Aの 顎部には、「枷型作 り」を示す枷型の圧痕が残 されている。6441Aの 瓦当裏

面と丸瓦部凹面に残る布圧痕は連続 しており、「一本造 り」で製作されていたこ

とが明らかとなった。

木簡は全部で4570点 (う ち削屑2901点 )出 土 し、そのうち181点 (う ち削屑 125

点)は 暗渠・ SD2350か らの出土。木簡の内容の特徴 としては、貢進物 に付 け ら

れた荷札の木簡が多いこと、造営や兵に関わる木簡がまとまっていることがあげ

られる。さらに中務省に関係するものが目立つ。一方、墨書土器にも中務・ 宮内

省関係のものがあり、付近にそれ らの内裏に関わる官司の存在 したことが うかが

える。

また、桃・ 栗 。オニグル ミ・ 瓜等の種子が多量に見つかり、当時の食生活の一

端をうかがわせる。なお、今回は電動舗を併用 して、遺物の検出をおこなったこ

とを付記 しておく。         ′

SD2700出土木簡釈文

1  参河国芳図郡比莫嶋海部供奉九月料御贄佐米六斤      6031
天平七年十月2  阿波国那賀郡武芸駅子戸主生部東方戸同部毛人調堅魚六斤
6031

3  上総国平群郡狭隈郷□丁若麻績マ麻呂養銭六百文      6032

4 。
(丸子し)造

東院所  請藁参□
.(穿孔) 嶋万侶行                    6019

5 ・ 造五丈殿所請合釘四隻
各長七寸 右為宇相下桁固

料請如件

九月九 日領紀廣穂
・       十歳馬                    6011

6  僧房所
「
目目杢食一升五客

房預紀福足食   (穿孔)

二月十二 日別営佐伯千□         6011

7  □内親王   (草由木口) 6061   8  □大上天皇  6081

9  縫殿寮宮人□    6081   10  造兵司矢作表万呂  6011

11  兵衛  6091   12  人中衛  6091   13  附子 6021
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まとめ

今回検出の内裏東外郭東接官行は、 C期 に最 も整然 とした姿を示 した。その改

修は東大溝③層の瓦護岸 (天平宝字年間前後)と 一連の作業とみられるが、③層か

らは東方官衛所用の瓦が大量 に出土 しているし、暗渠 SX 12787・ 12863・ 12911

を上層暗渠に改修 したのは瓦護岸後まもなくの頃であるなど、天平宝字年間前後に

は内裏東方官行を含め、この地域は大規模な改作をうけていることが知 られる。そ

れは『続日本紀』に見える天平宝字元 (757)年 5月 の大宮改修、あるいは同 5年

10月 の平城宮改作などと関連する可能性があろう。なお、内裏東方官行の下層か ら

上層への改修と、内裏東外郭東接官衡の時期変遷との対応関係は今後の課題である。

内裏東外郭東接官衛は内裏東外郭の東にとりつき、 C期 には塀で囲まれた一区

画を形成する。その規模は東西約 17m、 南北約82.5mと きわめて細長 く、通常の

官行配置とは性格を異にする。そ して調査区のす ぐ西には内裏東外郭内の官衡が

あり、宮内省の可能性が指摘 されている。そこで、東大溝西側官行の性格につい

ては、 2つの可能性をあげておく。 1つ は内裏東外郭内の官行の付属施設であり、

その官行が手狭になったため、外郭外に付属施設を設けたという可能性である。

もう 1つ は、東大溝西側官行 は内裏外郭の門SB4215と SB 6820と の間に位置す

ることから、内裏ないしはその外郭の門を守 る兵の詰所的なものという可能性で

ある。奈良時代には内裏に通 じる門 (内 門、閤門)は 兵衛府が、内裏外郭の門

(中 門、宮門)は衛門府 と衛士府が守衛 していたと思われる。また神亀 5(723)

年 8月 には天皇の側近にいて警護にあたる中衛府が設置されている。 今回出土

の遺物にも「兵衛」「中衛」「馬従料」、五衛府の主典である「大志」、兵部省

被官の「造兵司」などの記載のある木簡や、「献軍器□」の墨書導、「中衛」

「衛□」の墨書土器、黒漆塗把頭など武官の存在を物語 るものがあり、付近に兵

のいたことをうかがわせる。第13次 調査で出土 した木簡か ら、内裏北外郭内に兵

衛の詰所があったと推定されていることも参考になる (『平城宮木簡一 解説』)。

今回の調査知見では、いずれとも明確に断言することはできない。今後、主発掘

区の北を調査することにより、官行の性格はより明 らかになると思われる。
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推定第一次朝堂院南門東側の調査

1 はじめに

第 176次

第一次朝堂院の南面を区画する施設については、 これまでに119次 、 136次 、

171次 などの調査が行なわれている。昭和54年 度 の第 H9次調査では、南面中央

の門と、その東西にとりつく掘立柱塀を確認 し、昭和56年 度の第136次調査では、

第一次朝堂院区画の東南コーナーの遺構の様相が明 らかにされた。また昨年度の

第171次調査では、第一次朝堂院の南面の塀が東面の塀をこえて東に延び、第二

次朝堂院との中間地区を開塞 していたことが判明 している。いっぼう、第一次朝

堂院の内部と東面の区画施設の調査 も進められ

(第 97次・ 102次・ 111次・ 140次 )、 区画 の

東半部のほぼ全域の遺構が明 らかにされている。

第一次朝堂院の南面を区画する施設が、東面

のそれと一連のものであることは疑いない。東

面の区画施設については、次のような変遷が考

えられている。奈良時代当初には、基壇をもっ

た掘立柱塀SA 5550 Aが 造営 され る。天平 12年

(740)の 恭仁京遷都にともない、 この塀 は解

体撤去され、柱掘形の小さな掘立柱塀SA5550 B

に改作される。天平17年 (745)の平城京還都

後、従来の掘立柱塀は全面的に築地塀に作 りか

えられる。東面に比べると、南面の区画施設に

かかわる遺構については、調査場所によって遺

構の残りがよくないことや、細部の状況が異な

ることなどのために、遺構の性格や区画の変遷

に関する所見は、調査が進むにつれて、若子の

修正が くり返 され、必ず しも一致 した見解を

第一次朝堂院
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得るにはいたっていない。今回の調査は、いくつかの懸案の問題に解決の糸口を

見出すことを目的の一つとして、第一次朝堂院南面東半部のうち、まだ調査 され

ていない東西30m、 南北20mの範囲について行なうことにした。

2 遺構の変遷と概要

調査区は、西側を第119次 、東側 を第136次 調査区 と、それぞれ 2m幅 を重複

させて設定 した。基本的層序は、仮整備にともなう山砂層が地表にあり、以下、

耕作上、床土 (黄 褐色砂質土 )、 暗褐色砂質上の順 となり、遺構面の茶褐色砂質

土面は現地表下0.60～ 0.80mで あった。検出した遺構は掘立柱塀 4条、溝 2条で

ある。以下、平城宮に関わる遺構を、 乙れまでの成果に基づき、 A～ Dの 4期 に

分けて説明する。

A期  第一次朝堂院の南面区画施設が造営 される以前の段階で、東西方向の布

掘状掘込地業 SX9199が掘削される。調査区の西端では南北幅1.5mで あるが、す

ぐに拡が り、 2m前後の幅で東へのびる。調査区の東半部でさらに拡が り、 2.5

～2.8mの 幅で136次調査区に続いている。この掘込地業の深 さは、浅いところで

80cm、 深い場所では180cm近 くあり、一様でない。また、その深 さの変化に一定

の規則性はみとめがたい。埋土は砂質土や粘質上が無秩序な層序をな しており、

とくにつき固めた形跡はない。

SX9199に ついて、第119次 調査区では、幅がせま く、次の時期の掘立柱塀 S

A9201の 大きな柱掘形 と重複 していたこともあり、掘形を掘削 したものの、柱を

立てずに埋め戻 した、いわば未完の東西塀の遺構 と判断 した。 ところが、第 136

第15図 第一次朝堂院南面周辺発掘遺構図
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第16図 第一次朝堂院南門東側発掘遺構図 (1:300)

次調査区では、 SA9201の 掘形 よりも南北幅が広 く、掘立柱塀SA 9201に ともな

う布掘状の地下地業ではないかと考え られた。 SX9199は、後に造営 される第一

次朝堂院南門のす ぐ東から始まり、約70m東でおわっており、朝堂院区画の南面

東端まで続いていない。また、南門の西側では、 これに対応する掘込地業は確認

されていない。 さらに、 SA 9201の 柱掘形のほ うが、多 くはSX9199よ りも深い

こと、SX9199の 埋土が周囲の地盤よりもむ しろ軟質であることなどを考えると、

SX9199が 掘立柱塀SA9201造営のための地下地業とはみなしがたい。

B期  第一次朝堂院の南面区画施設 として、掘立柱塀 SA9201が 造営 される。

SA9201に ついては、今回の調査で、新たに11か 所の柱穴を確認 した。 その うち

の 6か所には柱根が残っており、他は抜 き取 られていた。柱間寸法は2.58～ 2,90

― 響 雫―――斗 ―――J2伴   _|  _ 1 -― 彎
i  ― 十     1 -一 ■

伴
二 ___+__ _十

一 -6GIm

第17図  SX9199・ SA9201東 西断面図
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mの あいだでかなりのばらつきがある。概 して南北に細長い楕円形で、長径 2.9

～1.7m、 短径2.0～ 1.2mを はかる。かなり深 く掘 られており、遺構検 出面か ら

1.4～ 1.8mに 達する。柱根はいずれも直径45cmほ どの太さで、材質はコウヤマキ。

下端近 くの側面に「八十」 と刻んだものが 2本 ある。SA9201の北1.5mに ある東

西溝は上下 2層 に分れ る。 この うち下層のSD9171 Aは SA 9201の 北雨落溝であ

る。

C tt SA9201を解体撤去 した後に、柱筋を南に44cm移 して掘立柱東西塀 SA

12950が つ くられる。柱間寸法は2.85mか ら3.00m、 平均す ると2.96mで あり、

10尺等間で計画されたとみられる。柱掘形は一辺50～ 70cmの 方形で、直径約20cm

の柱痕跡が残っていた。SA 12950は 、調査区の西端 に近 い場所では検 出できな

かったが、掘形が浅いので削平 されたとみている。

第119次・ 136次 調査区では、 SA 129501こ 該当す る遺構は確認 されていない。

しかし、第一次朝堂院の東を限るSA5550 Bと 柱間や掘形の規模が共通 しており、

SA 12950は SA 5550 Bと 一連の、南面を区画す る施設で あ った と考 え られ る。

D期  第一次朝堂院の東面区画施設が築地塀 SA5550Cに 改作 され るのにとも

なって、南面区画施設 も掘立柱塀から築地塀に作りかえられたと推定される時期。

南面では、これまでの調査 も含めて、築地塀本体に関わる遺構は確認 されていな

い。すべて削平されて しまったためと考え られ るが、第136次 。171次 調査の結

果、 SA9201の 北の東西溝の うち上層のSD 9171 Bが 築地塀 にともな う北側雨落

溝 と判明 している。 SD9171 Bは 下層溝SD 9171 Aを 埋 め、北に約70cm移 した位

置に作 られている。

その他の遺構  SA 12951は SA 9201の 南2.64mに あ る掘立柱東西塀。 柱掘形

は一辺約50cmと 小さく、柱はすべて抜き取 られている。柱間寸法は2.58～ 3.1l m

で、平均す ると2.90m間 隔 となる。 この柱位置 は SA 9201、 SA 12950の いずれ

とも対応関係がないが、掘立柱塀SA9201あ るいは築地塀の造営か解体 にともな

う足場の柱穴であろう。 SA 12952は SA 9201の 南約5.7mに ある柱間 4間 の東西

塀。柱掘形の形状は不揃いで、柱間寸法 も東か ら2.7・ 3.1・ 2.5・ 3.Omと 不等
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間である。柱掘形の中に瓦片が比較的多 く埋 まっていた。 SD 12953は 調査区の

南端近 くにある東西溝。埋土に多 くの瓦片が含まれていた。

3 遺  物

遺物のほとんどは瓦である。合わせて82点 の軒瓦が出土 したが、そのうち37点

は雨落溝 SD9171Bか らの もの。大半は軒丸瓦 6273・ 6274・ 6275・ 6279。 6281型

式、軒平瓦 6641・ 6642・ 6643型 式などの藤原宮式の軒瓦であるが、平城宮瓦編年

のⅡ期以降に属する631lB・ 6663C型 式の軒瓦が各 1点含まれている。

4 まとめ

今回の調査で明らかになった主な点は次の通 りである。

1)掘込地業SX9199は 、掘立柱塀SA9201と 直接関係 しない可能性が強い。

2)掘立柱塀SA9201は 2時期の柱掘形の重複はなく、 1時期だけである。

3)SA9201の す ぐ南 に、それよ りも新 しい東西塀 SA 12950を 確認 した。 これ

は、東面の区画施設SA5550Bと 遺構の状況が共通 している。

上記 したような事実と、 これまでの調査の成果を合わせて、第一次朝堂院の区

画施設の変遷を考えてみると、すでに述べたようにA～ Dの 4時期に大別できる。

A期  第一次朝堂院の区画施設が造営 される以前の段階。 この地域の基幹南北排

水路SD3765が、第一次朝堂院の中軸線の東約102mの 位置に掘削 される。朝堂院

を区画する施設 として、中軸線の東約120mに 南北方向の柱掘形列 (SA 8410)を

掘 り下げるが、柱を立てることな く、埋め戻 されている。南面では、掘込地業S

X9199を 、第一次朝堂院南門の東12.2mの 地点か ら東西約72mの 間にわた って掘

り下げるが、これも建造物の地下地業 として完成することな く、造営の途中で埋

め戻される。

B期 第一次朝堂院の区画施設 として、掘立柱塀がつ くられる時期。塀で区画さ

れる第一次朝堂院の規模は、東西約214m・ 600大尺 (1大 尺 =1.2小 尺≒ 0.355m)、

南北約284m・ 800大 尺である。南門が造営 される前後で Bl ・ B2の 2小期に分

かれる。

Bl期  南面 は東半部をSA9201で 、西半をSA 9202で 限 られ るが、中央 の S
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A9201・ 9202の 間には、およそ15mの 間隔があり、まだ門などの閉塞施設はつ く

られていない。全掘 された東半部のSA9201は 37間 あり、柱間寸法 は2.58～ 2.90

mの間で一定 していないが、平均すると2.68m、 ほぼ 9尺 となる。38か所の位穴

のうち10か 所で柱根が掘形内に残 っていた。いっぽう東面塀5550Aは、柱間寸法

が約2.96m・ 10尺で、96間 ある。柱はすべて解体に際 して抜き取 られている。第

140次の所見によれば、掘立柱塀SA5550Aは 、柱を立てたのちに、幅 4.4m、 高

A期

Bl期

第18図 第一次朝堂院南面区画施設変遷図
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さ0.25mの 基壇がつ くられている。SA9201で みると、柱の直径は45cmも の大 さ

で、柱掘形の深さは 2m近 くある。第一次大極殿院東回廊の下の暗渠の木樋に転

用されていた柱材か ら復原 されているように (『 平城宮発掘調査報告�』 )、 塀

の高さはおそらく5m前後あり、柱 と柱の間には土壁を設け、屋根には瓦を葺い

た大規模な施設であったと考え られる。 この時期には、基幹排水路 として南北溝

SD 3715が つ くられ る。 SD 3715は 南北塀 SA 5550 Aの 東約 17.5m・ 50大 尺 (60

小尺)の位置にある。

B2期  SA9201・ 9202の 間 に第 1次朝堂院南門 SB9200が造営 され る。 この

時期には第一次朝堂院の内部に東第一堂 。第二堂 も建て られ、第一次朝堂院が完

成す る。南門 SB9200を 造営す る際 に、 SA 9201・ SA 9202の 中寄 り各 2間 分を

取り壊 して門基壇の掘込地業を行 っている。門の建物は桁行 5間、梁間 2間 で、

柱間寸法は桁行中央 3間 が15尺 等間、両脇間が10尺、梁間が各15尺 の切妻造 りと

みられる。門の南側には庇がつく。庇の出は15尺 (約 4.5m)で門基壇の外 (南 )

側に庇を受ける掘立柱の掘形列がある。 この庇の柱列 と南側柱通 りを揃えて、門

の南側の東西に、桁行 3間、果間 1間 の東西棟掘立柱建物各 1棟 (SB 9190・ S

B9192)が配置される。

門 とSA9201・ 9202の 北側 に雨落溝 がつ くられ (SD 9170。 9171A・ 9172A)、

門の東西には、第一次朝堂院内部の中央か ら南下 した 2条の南北溝 (SD 9173・

9174)が SD9171A。 9172Aと L字型に接続する。

C期  第一次朝堂院を区画す る塀 SA5550A・ 9201が撤 去 されて、 SA 5550 B・

12950に 改作 される時期。 SA 5550 B・ 12950と も柱 は直径 が 20 cmほ どの細 さで

あるのに、柱間隔は 3mと 広 いので、 SA 5550 A・ 9201の よ うな壮大な塀ではな

く、仮設的な板塀であったと考えられる。

D期  第一次朝堂院の区画施設が東面、南面 とも築地塀につ くりかえ られる。南

F]SB9200は 、南庇が取 りはず され、門南側東西の建物 SB 9190・ 9192も 撤 去 さ

れる。門の東西の溝 SD9173・ 9174は 、 それぞれ南に直流す るよ うに掘削 され、

南面築地塀の北側の雨落溝SD9171・ 9172は 、約0,7m北 に移される。
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内裏北外郭北方の調査  第174-8次

この調査は、店舗建設に伴なう事前調査である。調査地は、内裏北外郭に北接

する所で、南北に細長い トレンチを設けて調査を行なった。

調査区の基本的な土層は、上か ら表土 (1)、 バ ラス混暗褐色砂質土 (2)、 黒色砂質

土儡)で、そ下が黄褐色粘土の地山となる。

地山までは、すべて近世以降の堆積で、奈良時代の遺構は地山面で検出した。

検出した遺構は、近年まであった建物のコンクリー ト基礎 と便壷を除けば、東

西溝 2条が主なものである。

東西溝SD12972は 、調査区の南端で検出した。溝幅は上端で 2m、 底で0.9m、

深さが1.Omあ る。北肩の上端は少 し崩れている。溝内の堆積層は灰色ないし茶褐

色の粘質上で、奈良時代の瓦を含む。

東西溝 SD 12973は 溝 心 々で、上記 SD 12972の 北7.5mに あ る。溝幅 は0.8～

0.9m、 深さ0。 3mである。溝内に砂混 じりの黄褐色粘質上が

堆積 し、奈良時代の上器少量が出上 した。

W431'59N329096:|

第19図 しこ写31彗そ曽:ξ
】ヒ方

(1 :200)

出土遺物 の うち軒瓦 は、 SD 12972か ら軒平 瓦6664Dお

よび6664L型 式が各 1点 出上 した。いずれ も平城宮 出土軒

瓦編年 Ⅱ期に属する。土器 は土師器小片が少量のみ。

本調査区は、「内裏北外郭」 に北接す る場所であ り、

「内裏北外郭」の北面を画する施設の存在が予想 されてい

た。第139次 調査では「内裏北外郭」 の東北隅の築地が確

認 されており、 これか ら復原 される「内裏北外郭」官行の

南北規模は築地心 々で、約64mで ある。今回検 出のSD 12

972の 溝心 は南面築地 SA 488(第 10次 調 査 )心 の北約 70

mに 位置す ることか ら、北面築地の北雨落溝 もしくは、

「内裏北外郭」に北接する官行の南限施設に関わる遺構 と

考えられる。
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5 佐紀池南辺の調査 第 177次

本調査は、平城宮の西北部にある佐紀池の南辺において、排水施設の建設に伴

なう調査として実施 した。佐紀池は、 これまで数次にわたる調査によって、奈良

時代にも苑池であったことを確認 している。 とくに、本調査区の東隣 りで実施 し

た第92次調査においては、池の南岸 と新旧 2時期の堰を伴なう排水路を検出して

おり、今回も池岸を確認する期待が もたれた。

基本層位

調査地の層序は、上か ら置土・ 旧耕土・ 床上の順であり、南半部では、 この下

に中世の遺物包合層層 (灰 褐砂質土・ 灰色混礫砂質土)が残 り、以下は奈良時代

の整地土となる。奈良時代の整地土は、北か ら南に順次埋め られており、調査区

の北端では厚さ約1.Om、 南端では厚さ約0.4mま で残る。なお、奈良時代の整地土

の北端に厚い炭層を認めたため、 この部分を中心に地山面まで掘 り下げて遺構を

検出した。

遺  構

今回検 出 した主 な遺構 は、奈良時代の掘立柱建物 1棟 (SB 12960)、 溝 4条

(SD 12965・ 12966A・ 12966B・ 12968)で あ り、 他 に は時期 不 明 の井 戸 1

基 (SE 12970)と 溝 1条 (SD 12971)、 中 。近世の溝 2条 とい くつかの上城 が

ある。奈良時代の遺構は A～ Dの 4時期に区分できる。

A期  この時期の遺構には、地山面で検 出 した 2条 の平行す る東西溝 SD 12966

A・ 12968が ある。 SD 12968は 幅約 1.6m、 深 さ約 0。 3m、 SD 12966 Aは 幅約 0.5

m、 深 さ約0,2mであり、心々距離は約3.6mを 測 る。SD 12968の 底か らは、平城

宮出土軒瓦編年第 I期 (708～ 721年)の 軒平瓦6664C・ 6665Aが 出上 している。

A期 の開始年代は、次の B期 との関連か らみて、奈良時代当初に遡 ろう。調査区

中央付近の断割 り調査によって、奈良時代の整地上の下、地山面上で検出した東

西方向の溝状遺構 SD12971 0冨 約3.9m、 深 さ0.5m以 上 )は、木屑の他は遺物が

な く年代が明 らかでないが、位置的には C期 の東西溝SD 12965と はぼ重なるの
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で、その前身遺構になるのかもしれない。

B期  この時期には、調査区の北辺部が北か ら南に堆積する厚い木屑と炭層で覆

われ、さらにこの上に暗茶褐粘質土・ 黒褐色粘質土・ 青灰色粘土が積まれる (第

1次整地土 )。 この積土は調査区北端から約 6m南で0.5mほ ど 1段低 くなり、そ

の裾には幅約 0,3m、 深 さ約 0。 2mの 東西溝SD 12966 Bが 設 け られ る。 SD 12966

Bは 、位置的にA期 のSD12966Aと 重なるが、溝底が0.3mほ ど高 くなる。 A期

からB期への移行年代については、木屑・ 炭層か ら和銅～養老 6年の紀年木簡、

平城宮土器 Ⅱの上器、平城宮出土軒瓦編年第 I期 の軒丸瓦6284C、 軒平瓦6664C、

第 1次整整地土中か ら平城宮土器 Ⅱの土器、平城宮出土軒瓦編年第 Ⅱ期 (721～

745)の 軒丸瓦6313Aが 出上 し、他に新 しい遺物を含まないことか ら、養老 6年

(722)頃に限定することがで きる。

C期  この時期には、 B期 のSD 12966 B以 南を黄褐色混礫粘質上で整地 (第 2

次整地土)し 、調査区のほぼ中央部に幅約2.6m、 深 さ約0.5mの 東西溝SD 12965

を設ける。この溝の埋土からは、平城宮土器 Vの上器、平城宮出土軒瓦編年第Ⅲ

主

////2炭 層

●・ 木居層
隠劇 SD 12971

1第 1次整地上

2第 2次整地上

3 SD 12965

:宿転⊆粋具皇
層
 |

6900

E245

|

N291 o              5m

第20図 佐紀池南辺発掘遺構図
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期 (745～ 757)の 軒丸瓦6225C・ 6133、 軒平瓦6721Cな どが出上 してお り、奈

良時代末頃まで存続 したことがわかる。 B期 からC期への移行年代については、

第 2次整地上中から平城宮土器Ⅲかと考えられる土器が出土 しており、奈良時代

中頃の時期が推定される。

D期  この時期には、 C期の東西溝SD 12965が 埋没 したあとに、南北両廂付東

西棟建物SB 12960が 設 け られ る。SB 12960は 桁行 3間 分を検出 した。柱間 は、

桁行が 7尺等間、梁行が身舎 5尺等間、北廂5.5尺 、南廂6.5尺 である。時期 は

SD 12965の廃絶後、奈良時代末もしくは平安時代初め頃と推定される。

遺  物

今回の調査では、奈良時代の第 1次整地上とその下にある木屑・ 炭層及び東西

溝SD 12965な どか ら、比較的多量の木簡・ 木製品・ 瓦・ 土器が出土 した。 この

うち、奈良時代の第 1次整地上 と木屑・ 炭層か ら出土 した遺物は、養老 6年 を下

限とする一括遺物であるので、 これ らを中心に遺物の概要を述べ ることにする。

木簡 総点数207点 が出上 した。 うち 4点 はSD 12960か ら、他はすべて木屑・

炭層からの出土である。後者の木簡には、荷札が多 く、和銅 4年 と養老 2・ 3・

4・ 6年の紀年木簡、四葉の中に「天豊」「丈部若麻呂」 と書き、下左右にそれ

ぞれ「熱□」「長□」「□河」と書いた、呪符かと考え られるものなどがある。

以下、木屑・ 炭層出上の主要な木簡の釈文を掲げてお く。

1  参河国芳豆郡比莫嶋海部供奉四月料大贄黒鯛六□       6032

〔耳ヵ〕
2  主水司布一端六尺     6032 3 供 御□糸十約    6032

4 。若狭国遠敷郡
舅整呈軍

□

畳圏 6031

0和銅四年四月十匠

伯者国相見郡巨勢郷雑賠一斗五升 養老□年十月 6031

。□鳥□受 米九石六□

・ 養老四年十月十六 日
6061(馬形に転用 第24図右)
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第21図 第一次整地上下出土土器(1)(1:4)
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31

第22図 第一次整地上下出土土器12)(1:4)
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第23図 第一次整地上下出土土器(31(1:6)
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第24図 木屑層出土建築ひな形部材巻斗・馬形 (1:2)
瓦埠類 軒丸 。軒平瓦各11点 、面戸・ 憂斗瓦各 1点 のほか、比較的多量の丸・ 平

瓦が出上 した。軒瓦については、第 1次整地上及び木屑・ 炭層から、6284C-66

64Cの ほか、6313A、 6665Aが 出土 し、その下限を養老 6年 とす る成果を得 た。

土器類 SD12965か ら奈良時代末頃の上器が若千 出上 したが、他 は養老 6年 を

下限とする第 1次整地上最下層の暗茶褐粘質土、木屑・ 炭層か ら、平城宮土器 Ⅱ

の多種多様な土器がまとまって出上 した (第 21～ 23図 )。 なお、第 2次整地上中

から円筒埴輪の比較的大きな破片が 1点 出上 した。

木製品 。金属製品 第 1次整地上中か ら火鑽臼・ 漆器鉢、木屑・ 炭層か ら杓子・

箸・ 曲物容器底板・ 馬形 (第 24図 右)。 建築ひな形部材巻斗 (第 24図 左)・ 錐柄

及び多量の削屑や桧皮が出土 し、SD 12965か ら鉄釘の完形品 1点 、第 1次 整地

上及び木屑・ 炭層からフイゴ羽国が数点出土 した。

まとめ

今回の調査では、当初の目的であった、池岸を確認するまでには至らなかった。

ただ、 B期 においてはSD12966B以北が一段高 くなっており、これが堤の一部であ

った可能性を考えることができよう。本調査区の東隣りで実施 した第92次調査の池岸

は排水路にむかって南に張り出し、本調査区付近では池岸が幾分か北に後退するもの

と推定される。第 1次整地土下の木屑・炭層は多量の削屑・ 桧皮を含み、この地域に

おいて養老 6年頃に何らかの造営が行なわれたことが考えられる。次に、 SD12965

は、位置的には、宮西辺部の推定馬寮やその東方官行の北面を限る築地の北側溝より

約 3m北になり、この地域における何 らかの官行の北限にかかわる溝と推定される。
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6 馬寮地区北方の調査 第174-20次

工場建設にともなう事前調査。調査区は、1976年 度に柱穴を検出した第98-19

次調査区のす ぐ北方にあたる。調査は、12m× 5.5mの 南北 トレンチ、およびその

西方に 6m× 2.5mの拡張区を設定 して行なった。

表土下には中・ 近世の遺物を包含する灰褐色の砂質上があり、その下、現地表

面下0.6mで 、奈良時代の遺物包含層である灰褐色のバ ラス層に達する。遺構は、

その下の黄褐色を呈する地山面で検出した。検出した主な遺構は、奈良時代の掘

立柱建物 2棟、東西溝 2条、近世の野井戸 2基である。他に、奈良時代の柱穴群

があるが、調査面積が狭小だったこともあり、その性格を解明するには至 らなかっ

た。

SB12766は 桁行 3間以上、異間 2間 の南北棟建物 と推定 され、東の側柱 と北

の妻を検出 した。廂は持たないと思われ る。SB 12765は 10尺 等間の南北 に並ぶ

柱穴列で、 3間分を検出した。発掘区北端では柱穴を検出しえなかったことか ら、

住穴列は東方 に折れ曲が り、南北棟 となるもの と思われ る。 SD 12770・ 12771

は東西に平行に走る 2条の溝で、なん らかの区画にかかわる施設であろう。切 り

合い関係からみて、SB12765よ りは新 らしい。

SD 12771か らは、Ⅲ期の軒平瓦6727Bと 奈良時代後半の上器が出上 した。柱

穴からも奈良時代の瓦、土器が出上 したが、いずれも小片である。

今回の調査では、調査面積が約75rと 狭かったにも

かかわ らず、建物群と区画にかかわると思われる溝を

検出す ることができた。平城宮内のこの地域では、従

来の調査では奈良時代の顕著な遺構を検出することが

できなかったが、今回の調査により、 これまで不明で

あったが馬寮地区北方地域の様相を解明する手がかり

の一端が得 られたと言える。今後、 こうした遺構の性

格の解明をも含めて、調査の進展が期待される。
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第25図 馬寮地区北方発掘遺構図
( 1 : 300)

卜
∵
SO

―- 42 -一



7 北面大垣の調査 第 174-16次

個人住宅増築にともなう事前調査である。調査地は、歌姫街道沿い西側の宮北

面大垣推定地に位置 し、平城宮第23次調査区のす ぐ東にあたる。東西 3m南北 7

mの調査区を設定 した。

調査地の上層層序は、表土が北半では0。 2～ 0.3mあ るが、南にかけて徐々にさ

がり南端で 0。 7mの厚さとなる。表土下は黄褐色土 となり、中央部はやや淡い黄オ島

色上であるが、南は若千暗みをおびた黄褐色土となる。なお北端 ln程は一部新

しい土城があり、黄褐色上が落ち込んでいる。 この状況を北面大垣との関係か ら

みると、この北端の落込み部分が、大垣の北雨落溝にあたり、その南の淡黄褐色

上部分が大垣築土基底部にあたると考えられる。大垣築土は幅2.lm、 厚 さ0。 35m

残存 していることになる。なお西半について築土を排土 して下層遺構の有無の確

認を行ったところ、築土直下に南北2.Omの 柱掘形 1個 の東半分を検出した。第 23

次調査では、北面大垣に関 して、築地基底部およびその下層遺構 として部分的で

はあるが掘立柱塀の柱掘形を確認 している。今回検出遺構はその東延部にあたる

と考えられる。

遺物は、大垣築土からほとんど出土 しなかったが、北雨落溝にあたると考えら

れる東西溝か らは瓦の出土をみ、軒瓦として軒丸瓦6225A2点・ 軒平瓦6663C2

点が出土 している。

<

1  性_____下~~~~~下~~~~~聟 m

第26図 平城宮北方遺跡発掘遺構図 (1:100)
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平城宮北方遺跡の調査 1 第174-2次

市道都跡910号線の道路拡幅と水上池南岸の護岸工事にともなう事前調査であ

る。調査区は平城宮北辺大垣 (現 在の市道)のす ぐ北側で、一条北大路・婦地が

想定される所である。同時に、水上池は西側の佐紀池同様、地形的に谷筋にあた

り、谷筋を堰きとめた奈良時代の園池の存在 も考えられ、池の堤 と大路、大垣の

関係を知る上で重要な所である。但 し、魚の保障などの問題で水が充分に引けず、

調査は、東 。中 。西の 3箇 所の トレンチに限 られ、西 トレンチ (30ポ )で は奈良

時代中頃～末にかけての整地の状況を確認 しただけである。中 トレンチ (26雷 )

では、 トレンチ北側に国上方眼方位 にのる東西溝SD 12975を 検 出 した。北肩 を

検出できず、溝巾は未確認であるが、深さは検出範囲で30cmで ある。溝の堆積土

は炭混りの黒色粘質上で、奈良時代末の完形に近い土器 (第 28～ 31図 )を は じめ、

土馬・ 瓦片などの遺物を多量に含んでいる。東 トレンチ (39∬ )で は地表下10～

20cmで黄褐粘上の地山が、西へ向ってやや下がっていく状況を確認 し、西南部に

厚さ10cmの 灰色砂質上の堆積があり、埴輪円筒棺と奈良時代土器片を含む。

以上をまとめると、地山の下が りが東 トレンチと中 トレンチの中間に想定 され

ることや、中 トレンチ・ 西 トレンチの堆積状況か ら、現在の水上池があるもとも

との谷筋を少 くとも奈良時代中頃には北辺大垣の近 くは整地 して利用されていた

と想定できよう。

141850
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水 上 池
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第27図 平城宮北方遺跡調査位置図
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第31図 SD12975出 土器14)(1:4)

出土遺物  SD 12975か ら平城 宮土 器 Vに 属す保 存良好 な土器類 (1～ 74;土

師器、75～ 142;須 恵器 )が大量 に出土 した。土 師器 には河 内産 (50)、 須恵器

には猿投産、播磨産 と目され るものが含 まれ る。他 に墨書土器 (「 鯖」 )、 亀 甲

片が出土 している。東区か らは、 1個体分の埴輪円筒棺が出土 した。
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9 平城宮北方遺跡の調査 Ⅱ 第174-5次

山陵町における民家増築に伴 う事前調査。調査地は平城宮北辺地域の西北部に

あたり、下吉堂池の西南、超昇寺城跡の西方に位置する。調査地は現在は平坦地

であるが、かつては深さ 3mほ どの谷状地形で、 これを十数年前に埋立てたとの

地主の証言があり、調査の結果、超昇寺城に関連 した濠の存在が明らかになった。

濠の上部には埋立て時の客土 (黄 褐色山砂)が厚 く堆積 し、現地表下 2.3mで 旧表

土の黒色腐蝕土に達する。 これより濠の埋土を lmほ ど掘 り下げたが、湧水が激

しく以下の掘 り下げを断念せざるを得なかった。 したがって濠の底面の形状は不

明である。北岸から発掘区底面までの深さは4.2mに 達する。検出した濠の北壁は

55度近い急勾配で立ち上 り、下半部に軟弱な細砂層の崩壊によって生 じた自然の

段差がみられる。南壁は既存建物の敷地下に位置するが、濠の壁面にそって堆積

した埋上の傾斜などか ら、濠幅は10,6m前後に復元できる。濠の北側は後世に大

きく削平され、北岸が土塁状の高まりとなって遺存する。濠内か らは時期を決め

うる遺物の出土がなかったが、東接する超昇寺城に関連する濠とみてよいだろう。

超昇寺城は興福寺衆徒超昇寺氏の城郭で、15世 紀中頃に記録に登場する。現在

残る形態の城塁に整備されたのは、筒井・ 松永両氏の抗争が激化 した16世 紀中頃

のことと考えられる。永禄12(1569)年 には松永久秀によって破却されたが、再

び修復され、天正 8(1580)年 の織田信長による一国破城の時まで存続 したこと

が知 られる。城跡は御前池の西北に残る空濠や土塁か ら、主郭と推定 とされる方

形郭、その北と東を囲む外郭、外郭か ら西方へ架かる土橋などの存在が指摘され

ている。当調査部では超昇寺城の遺存状況を現地形か ら把握する目的で、昭和 55

年に実測調査を行ったが、今回の調査により、城の範囲が従来の想定範囲を越え

て西方に延びることが明らかになった。 この西方一帯を超昇寺氏の居館址に比定

する見解 もあるが、今回検出 した濠は調査区からさらに西方に延び、八幡神社に

至る南北道路沿いに南折 していたとの地主の証言 もあり、東方の城郭遺構 と一連

のものと考えられる。また今回検出の濠を東方に延長すると、下吉堂池の南西の
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突出部にぶつかり、この濠が下吉堂池と一体となって超昇寺城の北側の防御施設

として機能 していたことが想定 される。本調査地を含む一帯は、宅地化の進行に

より旧地形の改変が著しく、超昇寺城の全容を明 らかにするためには今後の発掘

調査の積み重ねが必要となろう。
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第33図 平城宮北方遺跡発掘遺構図

第32図 平城宮北方遺跡調査位置図
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10 平城宮北方遺跡の調査Ⅲ 第174-6次

住宅建設に伴なう事前調査である。調査地は、宮北面中門推定地の北延長上、

宮北面大垣ライン北方約30mに あたる。

調査地はもと水田で、基本的な土層は、上から①耕土、②炭混 り黄褐粘質土、

③黄灰砂質土、④バラス混 り暗赤褐粘質土〔③灰褐土、⑥炭混 り灰色砂質土、⑦

黄褐粘土 (地 山)と なる。 このうち④、⑤、⑥層は、調査区の西南より部分にの

み存在する。遺構検出面は、⑦地山の場合、⑤灰褐上の場合、③黄砂質上の場合

がある。

検出した主な遺構には塀 8条、土壊12個所、溝 6条 の他、小穴多数がある。

土拡SK01は 、直径2.5mの不整円形を呈 し、井戸と思われるが、井戸枠は残っ

ていない。深さ lmま で確認 したが、崩壊の危険のため、最底部は確認す るに至

らなかった。土拡SK02は 円形で、深 さ1.2mあ る。 この他多数の上壊があり、多

くは、一辺が1.0～ 1.5mほ ど、深さ50cm位の もので、土層の状況等か らみて粘土

の採掘墳 と考えられる。塀は南北塀が 7条、東西塀が 1条あり、大部分が SK01

の北側に集中して存在する。柱間間隔は、0,8～ 1.3mで 、 2間 、 3間、 6間 の 3

種がみられる。南北塀には柱穴の重複があり、同時存在のものは 1～ 2条 に限 ら

れると思われる。南北溝 5条は調査区の中で最 も時期の下がる遺構で、水田耕作

に伴なう溝である。

出土遺物 と しては、SK01、 SK 02他 か ら中世の上師器 (羽 釜 )、 瓦器 (椀・

小皿・火舎 )、 陶器や中世の瓦、簿の破片が少量出土 している。奈良時代に属す

遺物は殆んどみられない。

以上のように本調査区は中世の井戸、粘土採掘壊を主体とすることが判明 した。

奈良時代の遺構は無 く、また、この付近に想定されている超昇寺 との関連 もなお

明らかでない。
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抑 十

第34図 平城宮北方遺跡調査位置図・発掘遺構図
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